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ピアカウンセリングの 
歴史1

「ピア」とは仲間，同等の人たちと
いう意味です．障害者自身がカウンセ
ラーとなって，障害者に対して，行う
もののみをピアカウンセリングといい
ます．ピアカウンセリングは 1970 年代，
米国で地域社会において自立生活をす
る障害者のあいだで広まりました．

ピアカウンセリングとは，幅広い内
容を指す言葉で，精神的な相談から自
立生活への学習活動，生活資源の活用
の仕方などさまざまな権利援護や適切
な雇用の判断について，ピアカウンセ
ラーが当事者だからこそわかる体験，
情報を伝えていく活動のことを指して
います．

日本のピアカウンセリングの基本に
なっているカウンセリングでは，再評
価カウンセリングの手法を取り入れて
います．再評価カウンセリングは Re-
evaluation Counseling，または Co-
counseling とも呼ばれ，Co は「互いに」，

「協調して」という意味があります．
カウンセラーとクライアント（相談に
きた人）が時間を対等に分け，互いに
役割を交換し合うところに大きな特徴
があります．

なぜピアカウンセリングに
取り組もうと思ったのか2

2006 年，私は住み慣れた土地から
引っ越しました．今まで頻繁に集まっ
ていろいろなことを話していた仲間が
身近にいなくなり，引っ越し先で孤立
を感じていました．

そんな時，福祉新聞の片隅にピアカ
ウンセリングという文字を見つけまし
た．私はとても興味をもち，早速受講
の申し込みをしました．

受講内容 
（ピアカウンセリング）3

受講内容は，2008 年 5 月 18 日，7 月
13 日，9 月 13 日の 3 回の集中講座（各
2 泊 3 日），その後，2008 年 10 月 13 日，
10 月 24 日，11 月 10 日 3 回は長期講座
前半（3 泊 4 日），自立生活プログラム（1
泊 2 日），長期講座後半（3 泊 4 日）で
した．

受講してみて，まず，自分はどんな
ことやどんな場面が苦手かわかるよう
になりました．それと同時に，同じ仲
間の苦手なシチュエーションも自然と
わかるようになり，アドバイスを求め
られたときに答える術も同時に身につ

いてきました．

私のピアカウンセリング4

ピアカウンセリング受講の経験をも
とにして，現在私が行っているピアカ
ウンセリングが 3 つあります．

1 つ目は，島根県の退院促進事業の
一環として，月に 1 回地域支援セン
ターで女性の窓口専用ピアカウンセリ
ングを行っていること．2 つ目は，日
本てんかん協会鳥取県支部で 1 カ月に
1 回行うピアカウンセリング．3 つ目
は，日本てんかん協会にある当事者組
織委員会内の女性部会で行うピアカウ
ンセリングです．

まず 1 つ目は，てんかんとそれに合
併する他の障害や依存症がある方のピ
アカウンセリングです．訪問介護，病
院では医師などの医療従事者が話を聞
きますが，当事者はピアカウンセリン
グの時にだけ話をしてくれることがよ
くあります．それを報告書に記載する
と，診療に役立つという医師や訪問の
方からいわれることがあるのでカウン
セラーとしてやりがいがあります．

2 つ目は鳥取県支部で月に 1 回行っ
ているピアカウンセリングですが，ピ
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